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 ： 観光
富士山・富士五湖観光圏整備事業が進められています 

光客が 2 泊 3 日以上滞在できるエリアの形成を目指す『観光圏整備法』を施行し、複数の観

圏の取組みを支援しています。 

6月 6日に富士吉田市、西桂町、忍野村、山中湖村、富士河口湖町、鳴沢村の６市町村と観光

・富士五湖観光圏整備推進協議会を設立し、10月 1日、観光庁の認定を受け、各種の観光圏

進しているところです。そのいくつかをご紹介します。 

士五湖ぐるっとつながるガイド』とメールマガジンの配信 

士山・富士五湖圏域の旬な観光情報を発信しています。ぜひ一度ご覧下さい。 

ttp://www.fujigoko-net.jp/PC/  携帯版ＵＲＬ→ http://www.fujigoko-net.jp/mobile/ 

の季節の情報や観光圏整備事業の最新情報などを配信するメールマガジンも発信しています。

でもメールを受け取ることができますので登録してみてはいかがでしょうか。登録は上記ホー

の「メールマガジンの購読申し込みはこちら」「メルマガ購読」のリンクからできます。 

富士山・富士五湖パスポート～ が新登場！！ 

リアの電車とバスが３日間乗り放題となるきっぷが４月 25 日より発売を開始しております。富

っくり２日、３日とかけて周遊するのに大変お得なきっぷです。  

富士五湖パスポート  

800 円、小人 2,400 円  

急行線大月駅・富士吉田駅・河口湖駅、バス案内所森の駅旭日丘・富士吉田バス案内所  

6877（富士急山梨バス）又は 0555-22-7133（富士吉田駅） 
観光まちづくり推進会議・観光まちづくりカレッジへの参加者を募集します 
会議のメンバー募集 

続き、観光まちづくり推進会議では今月も参加メンバーを募集します。 

づくりカレッジ」の開催を予定しています。ついては、観光まちづくりに関心のある方でカレッジ

方（＝ 観光まちづくり推進会議のメンバー）を募集します。身近な生活の中に生きがいを探して

まりに皆で話し合い実行して、楽しい充実した生活の発見をしましょう。若い人や女性もふるっ

募は下記連絡先へ］ 

まちづくりカレッジ（人材養成教室）の学生募集の予告 

要] 

り推進会議で設定した研究テーマについて、その解決方法を探り、計画を立てて実行します。

所に個別専門の先生方を招いて講義・指導をしていただきます。 

校期間は平成 21 年 8 月～平成 22 年 3 月です。学費無料（ただし、教材等実費負担）。 

教室開校を目途に、宿題と実習を繰り返して新しい交流の場を創り出す演習を行います。 

究テーマは①きのこの森づくり、②朝市開催と周辺散策プログラムづくり、③ペラ・コミュ誌づくり

。この中には事業化に向けて走り出したものもあり、短期間に相当な効果が期待出来ます。 

て] 

する予定です。 

せ先 

会議メンバーに応募を希望の方、また観光まちづくりカレッジについての質問等をお持ちの方

さい。 

振興支援室 久保、または観光地域プロデューサー 花岡 （電話番号、電子メールは下記） 

課 観光振興支援室 ℡ ７２－３１６８ ／ 電子メール kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jp 


